
 

 

 
 

  

首都高速道路協会から市民ボランティアの方々が街路樹等の 
保護活動で使用するベストを寄贈いただきました 

川崎市は、一般財団法人首都高速道路協会（東京都千代田区）から、市内の街路樹周辺
での清掃、除草活動時に安全対策として着用するベスト２００着を寄贈いただき、１１月
１１日（水）に川崎市役所本庁舎で建設緑政局総務部長から感謝状を贈呈しました。 

首都高速道路協会からは平成２２年度以降、安全ベストやブルゾンを寄贈いただいてお
ります。 

このたび寄贈いただきましたベスト２００着は、市内の「街路樹等愛護会」※等に配布
し、市民ボランティアの方々による街路樹周辺での美化活動で活用していきます。 

 
１ 寄贈日    令和８年１１月１１日（水） 
 
２ 寄贈品    ベスト ２００着 
 
３ 寄贈品の用途 街路樹等愛護会の活動などで着用 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ 街路樹等愛護会 

昭和５９年７月に川崎市で制定した制度で、街路樹及びグリーンベルト（緑化帯）の保護や育成、その
周辺の除草や清掃等の活動を自主的に行う団体の結成を促進し、その活動に対して報奨金を交付していま
す。 

問合せ先 
川崎市建設緑政局総務部企画課 荒木 
電話 044ー200ー2854 
内線 39101 

令和８年１１月１２日 
報 道 発 表 資 料 
川崎市（建設緑政局）  

【ベストを着用しての街路樹周辺での清掃活動】 【左から首都高速道路協会木下理事長、川崎市建設緑政局総務部長 川島】 


